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概 要 

社会基盤施設の維持管理，交通計画，緊急車両配車システム，除雪計画，公共施設立地適正化計画など 
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研 究 内 容 

AR技術を用いた防災訓練ツール 

  より実際の災害時に近い状況での避難訓練 
  ⇒ その場・その時の状況に対応できる訓練 

VR技術とは・・・人間の視覚などに働きかけ，
現実ではないが実質的に現実のように感じら
れる環境を人工的に作り出す技術 

AR技術とは・・・現実の環境から視覚などに与
えられる情報を，コンピュータによる処理で追加
や変化させる技術 

VR技術を用いた防災訓練ツール 

・ 対象地域の航空写真や点群データなど
から３次元地形データの骨格を作り，VR

技術を用いて実際の物体の色彩・質感に
近い画像をはめ込むことで作成． 

・ 周囲の人の動きは，避難行動シミュレー
ション等の結果を利用して再現． 

・ 対象地域の地元との推進体制構築 

仮想現実として実際の空間を再現し，その空間においてあらゆる環境変化に対する影響を検証することが可能となり，これまで実際に人間が参加し
て行なわれる避難訓練とは比較にならない行動パターンのシミュレーションを可能とする．このことで，これまで想定外とされていた環境や条件の設
定も容易に検証することができる． 

綜合防災力の向上に向けた防災避難訓練イノベーション 
規模の拡大から実装に力点を置いた知識と情報の浸透・波及へ 

 

 ・ あらかじめ決められた経路を通って 

  避難所まで移動 

 ・ 避難訓練への参加者の固定化 

 ・ 要支援者等の参加が困難 

などの問題点あり 

従来の防災訓練 事前に設定された条件が異なれ
ば、対応するための知識は役に

立たない 

設定条件や環境が変化すれば
『想定外』という言葉を生む 

避難訓練中に発生する環境変化
や事象に対応することは不可能 

弱者に対する配慮対策の遅れ 

訓練の成果が浸透波及しない 

緊張感、緊迫感に欠ける 主役が主催者というミスマッチ 

想定条件が限定的 

避難行動＝不良定義問題と捉え、『環境設計学』からのアプローチ 

応 用 分 野 


